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成果を明らかにすることと述べ、2 つの研究（研究 1、2）を実施している。 
第 2 章で著者は 3 年課程の看護専門学校専任教員の①学習ニード、教育ニードおよび職務満足度
と、②新人教員の教育活動上の遣り甲斐感と困難感を明らかにする目的で行った研究 1 について述







している。また②について著者は新人教員 4 名に個別に半構造化面接を行い、Berelson の内容分析







第 3 章で著者は、第 2 章（研究 1）の結果を踏まえて、3 年課程の看護専門学校に勤務する新人
教員の継続教育研修プログラムを計画、実施し、前後で看護教員のロールモデル行動と職務満足度
の変化を検討している。研修プログラムについて著者は、日本看護学校協議会が示した看護教員に
求められる 6 つのコンピテンシーを理論枠組みとして全 7 回で企画し、このうち約半年の間隔を経
て行った 2 回の研修について、茨城県内および近隣県の 3 年課程看護専門学校に勤務する教員に参
加を呼びかけ、評価を行っている。なお対象は研究 1 の結果を踏まえて新人以外の教員も含めてい
る。その評価として、著者は、43 名の参加者に量的分析を施し（1 回受講者 13 名、2 回受講者 30
名）、6 名の新人教員にグループインタビューを行い、研究 1 と同様の手順で質的分析を施している。
結果として、著者は、受講者全員のロールモデル行動と職務満足度が、研修前に比べて研修後に高






















令和 2 年 1 月 15 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と
判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認
める。 
